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大
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
仲
間
の
み
な
さ
ん
、
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
。
東
京
土
建
第
74
回

定
期
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
ま
し

て
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
日
頃
は
組
合
の
諸
運
動
へ

の
ご
理
解
、
ご
協
力
と
ご
奮
闘
に

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
1
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
へ
の
恐
怖
と
戦
後
最
大

の
経
済
危
機
と
い
う
混
乱
の
1
年

で
し
た
。
と
く
に
こ
の
間
、
建
設

現
場
で
は
感
染
リ
ス
ク
を
訴
え
る

声
が
組
合
に
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
反
面
、
休
工
に
な
れ
ば
即
、

収
入
減
に
つ
な
が
る
現
場
従
事
者

に
と
っ
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
休
業

補
償
こ
そ
が
最
大
の
感
染
予
防
で

あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
ど
の
よ
う
に
仲
間
の
命
と
仕

事
、
そ
し
て
く
ら
し
が
守
れ
る
か

を
最
重
点
に
捉
え
、
建
設
ア
ク
シ

ョ
ン
2
0
2
0
を
早
々
に
立
ち
上

げ
、
仲
間
の
窮
状
に
応
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。
春
、
秋
の
月
間
を
は

じ
め
仲
間
の
声
に
寄
り
添
い
、
聞

き
取
り
と
相
談
を
行
な
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
多
く
の
仲

間
の
要
求
を
自
治
体
要
請
行
動
と

し
て
全
支
部
で
取
り
組
み
、
運
動

成
果
を
仲
間
に
還
し
て
い
き
な
が

ら
、
困
難
な
時
こ
そ
組
合
の
出
番

と
、
仲
間
と
の
つ
な
が
り
を
拡
大

月
間
で
も
活
か
し
て
き
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
で
は
昨
年
末

に
最
高
裁
は
東
京
第
1
陣
訴
訟
の

上
告
の
不
受
理
を
決
定
し
ま
し

た
。
合
わ
せ
て
本
年
2
月
25
日
に

弁
論
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
一
人

親
方
を
含
み
、
国
に
対
し
て
は
ほ

ぼ
全
面
勝
利
と
言
え
る
内
容
で

す
。
ま
た
建
材
メ
ー
カ
ー
の
責
任

に
つ
い
て
も
高
裁
判
決
で
は
否
定

さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
最
高
裁
で

は
12
社
に
つ
い
て
見
直
さ
れ
る
可

能
性
が
大
き
く
、
2
月
の
弁
論
で

は
こ
の
点
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
て

い
ま
す
。
初
の
提
訴
か
ら
12
年
以

上
が
経
ち
、原
告
・
被
害
者
の
方
々

は
す
で
に
7
割
以
上
の
方
が
亡
く

な
ら
れ
て
い
ま
す
。
命
あ
る
う
ち

の
早
期
全
面
解
決
と
補
償
基
金
制

度
の
創
設
、
そ
し
て
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
の
全
面
根
絶
に
向
け
て
引
き

続
き
、が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

統
一
と
団
結
へ

正
し
い
判
断
を

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
組
織

分
裂
の
危
機
に
陥
れ
る
行
動
、
行

為
が
本
部
役
員
を
中
心
に
行
な
わ

れ
、
そ
の
活
動
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
副
委
員
長

の
一
人
を
先
頭
に
常
任
中
執
3
人

が
統
制
処
分
と
な
り
ま
し
た
。
彼

ら
の
こ
の
行
為
は
組
織
を
混
乱
さ

せ
、
統
一
と
団
結
を
乱
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
ご
承
知
の
通
り
、
仮

処
分
決
定
で
地
位
保
全
が
さ
れ
た

と
は
い
え
、
統
制
処
分
を
受
け
た

者
た
ち
が
今
大
会
に
お
い
て
役
員

に
立
候
補
を
し
、
そ
し
て
選
挙
を

行
な
う
と
い
う
状
況
に
な
り
ま
し

た
。
た
い
へ
ん
に
遺
憾
で
あ
る
と

と
も
に
、
こ
の
定
期
大
会
の
挨
拶

で
こ
の
よ
う
に
発
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
本
当
に
残
念
で
残

念
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

来
年
は
75
周
年
の
節
目
を
迎
え

ま
す
、
多
く
の
仲
間
の
総
力
を
結

集
し
、
魅
力
あ
る
建
設
産
業
に
向

け
、
建
設
労
働
者
、
職
人
の
処
遇

改
善
を
は
じ
め
、
担
い
手
確
保
・

育
成
等
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
前

進
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
東
京
土
建
の
団
結

の
も
と
組
合
員
、
代
議
員
の
皆
さ

ん
の
良
心
と
正
し
い
判
断
が
さ
れ

る
こ
と
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
は

総
選
挙
と
都
議
会
議
員
選
挙
が
行

な
わ
れ
ま
す
。
東
京
土
建
は
政
党

支
持
の
自
由
、
思
想
信
条
の
自
由

を
厳
格
に
守
り
な
が
ら
、
私
た
ち

の
要
求
を
し
っ
か
り
と
掲
げ
、
投

票
を
呼
び
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

本
日
お
集
り
の
仲
間
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、
組
合
員
と
ご
家
族
の

ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
執

行
部
を
代
表
し
て
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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〈
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石
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久
人
（
江
戸
川
）

渡
辺

義
久
（
三
鷹
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摩
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鷹
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潮
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熊
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〈
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台
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摩
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葉
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〈
専
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中
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執
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委
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摩
西
部
）

田
村

彰
宏
（
世
田
谷
）

山
本

高
明
（
中
野
）

黒
木

強
（
多
摩
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澤
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橋
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〈
中
央
執
行
委
員
〉

真
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足
立
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宗
久
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荒
川
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及
川

光
太
郎
（
葛
飾
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奥
村

歳
久
（
文
京
）

寺
山

邦
裕
（
台
東
）

冨
樫

康
弘
（
江
東
）

遠
藤

喜
世
志
（
江
戸
川
）

野
崎

邦
治
（
板
橋
）

土
橋

弘
典
（
豊
島
）

渡
辺

勝
二
（
北
）

福
岡

忠
行
（
練
馬
）

出
井

章
史
（
港
）

小
林

紀
久
夫
（
品
川
）

井
澤

典
一
（
大
田
）

佐
藤

忍
（
目
黒
）

伊
藤

勝
伸
（
渋
谷
）

秋
元

正
眞
（
世
田
谷
）

伊
藤

賢
司
（
新
宿
）

阿
部

秀
晴
（
中
野
）

鎗
田

登
美
雄
（
杉
並
）

島
村

新
（
三
鷹
武
蔵
野
）

宗
像

勇
（
狛
江
）

佐
藤

眞
理
子
（
調
布
）

清
水

政
廣
（
多
摩
西
部
）

宮
崎

透
（
西
多
摩
）

鯉
淵

勝
也
（
小
金
井
国
分
寺
）

宮
澤

和
也
（
府
中
国
立
）

矢
吹

一
幸
（
八
王
子
）

髙
木

一
（
日
野
）

三
橋

誠
（
多
摩
・
稲
城
）

尾
花

愼
司
（
町
田
）

井
上

清
一
（
小
平
東
村
山
）

前
川

達
夫
（
清
瀬
久
留
米
）

島
﨑

慶
一
（
西
東
京
）

相
山

昇
司
（
村
山
大
和
）

＊
青
年
部
よ
り
1
人

栄

大
翔
（
調
布
）

＊
書
記
、
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
1
人

姫
路

直
樹
（
東
部
Ｂ
）

出
雲

洋
行
（
江
東
Ｂ
）

池
田

直
隆
（
城
北
Ｂ
）

安
藤

信
也
（
南
部
Ｂ
）

角
谷

美
樹
（
西
部
Ｂ
）

山
本

晃
（
多
摩
東
Ｂ
）

大
房

孝
朗
（
多
摩
西
Ｂ
）

鈴
木

寛
次
（
多
摩
南
Ｂ
）

奥
田

八
志
（
多
摩
北
Ｂ
）

〈
常
任
中
央
執
行
委
員
待
遇
〉

中
村

哲
郎
（
西
東
京
）

松
広

高
幸
（
練
馬
）

山
本

繁
樹
（
江
東
）

佐
藤

広
平
（
豊
島
）

塩
野

操
（
大
田
）

〈
中
央
執
行
委
員
待
遇
〉

岡
村

恭
代
（
北
）

鵜
澤

文
昭
（
江
東
）

〈
会
計
監
査
〉

柴
崎

憲
一
（
西
東
京
）

花
岡

康
雄
（
江
東
）

山
口

君
彦
（
中
野
）

＊
任
務
分
担
は
次
号
掲
載
予
定

中
村
隆
幸
委
員
長
の
開
会
挨
拶

中
村
隆
幸
委
員
長
の
開
会
挨
拶

総
力
を
結
集
し
て
前
進

新
中
央
執
行
委
員
会

新
中
央
執
行
委
員
会


